大阪大学核物理研究センター
事業所外における放射性同位元素等の運搬の記録
放射線取扱主任者　鈴木智和
	運搬の年月日
	令和  年  月  日

	運搬の方法
	
	（車両番号：　　　　　　　　　　　）

	荷受人又は荷送人の氏名又は名称
	荷送人
	国立大学法人大阪大学核物理研究センター

	
	荷受人
	

	運搬に従事する者の氏名又は運搬の委託先の氏名若しくは名称
	

	輸送区間
	発地
	大阪府茨木市美穂ヶ丘10-1

	
	着地
	


	放射性輸送物の種類
	

	放射性同位元素等の種類
	

	核種
	
	
	
	
	

	数量 (Bq)
	
	
	
	
	

	個数
	
	
	
	
	

	線量率
	表面
	

	
	表面から1m
	
	(A型の場合)

	
	乗車位置
	
	(A型で車両運搬の場合)

	表面汚染密度
	


	備考：



放射線障害防止法施行規則第２４条 　法第２５条第１項 、第２項又は第３項の規定により許可届出使用者、届出販売業者、届出賃貸業者又は許可廃棄業者が備えるべき帳簿に記載しなければならない事項の細目は、次の各号に定めるところによる。
一 　許可届出使用者については、次によるものとする。
ヌ　工場又は事業所の外における放射性同位元素等の運搬の年月日、方法及び荷受人又は荷送人の氏名又は名称並びに運搬に従事する者の氏名又は運搬の委託先の氏名若しくは名称
L型・A型輸送物のチェックリスト
· 外接する直方体の各辺が十センチメートル以上である
· 転倒防止安全のための措置を講じてある
· 表面に不要な突起物がなく、かつ、表面の汚染の除去が容易である
· 危険物と混載していない
· 弁が誤って操作されないような措置が講じられている
· 開封されたときに見やすい位置（当該位置に表示を有することが困難である場合は、放射性輸送物の表面）に「放射性」又は「ＲＡＤＩＯＡＣＴＩＶＥ」の表示を有している
· 表面における一センチメートル線量当量率の最大値が五マイクロシーベルト毎時を超えない
· 表面の放射性同位元素の密度が0.4Bq/cm2を超えない
· 放射性同位元素の使用等に必要な書類その他の物品以外のものが収納され、又は包装されていない
A型輸送物のチェックリスト
· みだりに開封されないように、かつ、開封された場合に開封されたことが明らかになるように、容易に破れないシールのはり付け等の措置が講じられている
· 構成部品は、摂氏零下四十度から摂氏七十度までの温度の範囲において、き裂、破損等の生じるおそれがない
· A型輸送の基準を満たした容器を使用している
· 表面線量率の最大値が2ミリシーベルト毎時を超えない
· 車両等の運搬従事者が乗車する場所で20マイクロシーベルト毎時を超えない
· 表面から一メートル離れた位置における一センチメートル線量当量率の最大値が100マイクロシーベルト毎時を超えない
· 容器に「A型」または「TYPE A」の表示をする
· 車両の両面、後面に車両標識を付ける
· 消火器、放射線測定器、保護具等を携帯している
· 夜間の場合赤色灯を点灯する
	運搬中に異常が生じた場合は直ちに下記へ連絡すること
大阪大学　核物理研究センター
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